






 

 ダウン症は平均600～700回の出産に1回の割合で生まれる染色体異常であり,

とくに高年出産の場合にはその頻度がいちじるしく高まることが知られている。

ダウン症患児の約 90%は№21 染色体を正常人よりも 1 本余分に持っている(21

トリソミーと呼ばれる)。余分な染色体は両親の生殖細胞(卵子又は精子)が形成

される過程(減数分裂)において,染色体不分離という異常現象が起こるために

生じる。最近,染色体研究法の進歩により,このような余剰染色体が父又は母の

減数分裂のどの時期の不分離により生じたものであるかを推定することが可能

になった。 


